
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

小泉　氷雨

オルクス
サラマンダー

宗教家

21

死

兄弟

破壊

初恋

UGNイリーガル

男

34

ビジネスパートナー

2
1
2
3

0
0
0
1

0
0
0
0

2
1
2
4

26
4
4
9
18

10 2
1 1

噂話 1

氷炎の剣
真紅樹氷Ⅰ
真紅樹氷Ⅱ

白兵
白兵
白兵

2r+8
4r+8
7r+8

6 6+Lv
20
75

C値8、侵蝕率6。
C値7、侵蝕率14。《ディクタトル》を前提とし《オーバーロード》を適用。100以上で使用

0 0

黄金領域
小泉真冬
神城早月

庇護
有為

偏愛
隔意

使用人
思い出の一品

8 3

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：オルクス

ディストーション

オーバーロード

完全なる世界

ディクタトル

フレイムタン

氷炎の剣

地獄の氷炎

要の陣形

氷の理

変貌の果て
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2

2
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2

3

2

3

オート

気絶時

メジャー

メジャー

オート

メジャー

セットアップ

メジャー

マイナー

マイナー

メジャー

視界

-

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

80

100

D

limit

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv。下限値7

白兵の判定を社会の能力値を参照し行う

命中判定時に使用。使用している武器分攻撃力を加算。メインプロセス終了時に武器破壊

攻撃力+Lv*3、ダイス数+Lv+1

ラウンド中オルクスのシンドロームを組み合わせた攻撃の攻撃力+10。シナリオLv回。自身に放心付与

組み合わせた攻撃の射程を視界に変更。攻撃力-[5-Lv]

近接武器作成

《氷炎の剣》で作成する武器の攻撃力かガード値を+Lv*3

行動の対象を3体に変更

氷を生成する

オーヴァード化した際に体毛と瞳の色が変色した

■概要
小泉　氷雨はイリーガルとしてUGNに協力するオーヴァードだ。
普段は大学に通いつつ、生家でもある神社の管理を行い生計を立てている。

氷雨は特に勤勉な学生というわけではないが、気心の知れた友人もいるようで、学生生活に不満は感じていないようだ。
いわゆる若者言葉を多用する彼は時として目上の人間から軽い人物と見られることもあるが、誠実なところもあるため理解者には恵まれている。
特に、協同してUGNの任務にあたることの多いオーヴァード、風待　奏多と夜野屋　舞とは良い信頼関係を築いているようである。
また、彼は両親を失った従弟の少年、小泉　真冬を引き取っており、周囲の人間からは本当の兄弟以上に親密であると評されている。

線が細く、普段の言動も柔和な氷雨は、一見するとひ弱な印象すら受ける。しかし、彼のオーヴァードとしての能力は脆弱なものではない。
サラマンダーシンドロームにより生成される氷雪を武器とし、オルクスシンドロームによる空間掌握を組み合わせて行う攻撃の破壊力はそれなり以上のものであ
る。

なお、オルクスシンドロームを発現したのオーヴァードの中には「黄金領域」と呼ばれる領域を展開する者がいる。
黄金領域の中では彼らのレネゲイドはより攻撃的になるという特徴があるが、この領域は必ずしも名の通り黄金の輝きに満ちているわけではない。
氷雨も黄金領域を展開することができるオーヴァードの1人ではあるが、彼の展開する領域は真紅の氷雪に覆われている。

その領域の色は見る者に血に染まった雪を連想させる。それは氷雨自身も例外ではない。

■氷雨の生家と覚醒の経緯
氷雨の生家は、古くから続く神社だった。
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